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令和８年６月30日 

 

三鷹市議会議長 伊 藤 俊 明 様 

 

厚生委員長 谷 口 敏 也 

 

厚生委員会審査報告書 

 

本委員会に付託された事件を審査の結果、下記のとおり決定したので報告いたし

ます。 

 

記 

 

○ 委員会開会年月日 

 

(1) 令和８年５月15日 

(2) 令和８年６月22日 

(3) 令和８年６月30日 

 

○ 付託案件及び審査のてんまつ 

 

１ 議案第30号 三鷹市牟礼老人保健施設条例の一部を改正する条例 

 

この議案は、介護保険制度の変更に伴い、施設サービス等の提供を受ける者につ

いて、負担軽減の対象となる低所得者のうち世帯全員が区市町村民税非課税となる

ものの合計所得金額の下限を引き上げるとともに、居住費及び食費の金額を見直す

ため、提案されたものであります。 

 

本件審査に当たり、委員から出された主な質疑は次のとおりであります。 

 

・本条例改正の経緯と市独自の居住費検討の有無及び食費の据置きや減免措置等

に係る検討状況等について 

・条例改正に係る利用者及び利用者家族への周知と当該施設の経営に与える影響

等について 

 

また、委員会は審査の参考とするため 
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・三鷹市牟礼老人保健施設条例の一部を改正する条例のあらまし 

・三鷹市牟礼老人保健施設条例（平成11年三鷹市条例第７号）新旧対照表 

 

の資料の提出を求め、審査を進めました。 

 

次いで、討論に入りましたが、その過程で大要次のような意見が述べられました。 

 

〔反対討論〕 

(1) 紫野あすか委員（日本共産党三鷹市議会議員団） 

本議案は、介護保険施設等を利用する低所得者の食費及び居住費に係る負担額

を引き上げるものである。 

今回の改定は、国が食材費の高騰や在宅との公平性を理由として基準額を見直

したことに伴うものとされている。しかし、現在の高齢者の暮らしを考えれば、

低所得者への負担増は認められない。 

物価高騰は長期化し、食料品だけでなくナフサ不足の影響もあり、生活への負

担はさらに増加している。一方で、公的年金は物価上昇に追いついておらず、多

くの高齢者が厳しい生活を余儀なくされている。 

今回の改定で増額となる金額は、食費で１日当たり30円あるいは60円、居住費

で１日当たり100円であり、一見すると小さな負担増のように見えるかもしれな

いが、毎日の積み重ねは月額で数百円から数千円を超える負担増となる。僅かな

年金で暮らす方々にとっては決して軽い負担ではない。 

市の答弁では、対象者は少数であるとのことであるが、問題は対象者の人数で

はなく、住民税非課税世帯という、まさに支援を必要としている方々に対しての

負担増であり、賛成できない。 

国は、在宅で生活する方との公平性を理由の１つに挙げているが、在宅で暮ら

す高齢者もまた物価高騰の影響を受けており、負担増によって公平性が担保でき

るものではない。必要なのは、高齢者全体の暮らしを支える支援の拡充である。

値上げにかかる金額を市独自に支援するなど検討すべきであると考える。 

介護保険制度は、高齢者が安心して必要な介護サービスを利用できることを目

的とした社会保障制度であるにもかかわらず、利用者負担の増加によりサービス

利用の抑制につながるようなことがあってはならない。 

これらの理由から、本議案に反対する。 

 

以上の討論の後、議案第30号について採決いたしました結果、本件については、

賛成多数をもって原案を可決すべきものと決定いたしました。 
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２ ８陳情第13号 「ケア三鷹モデル（ケアをする人を大切にするまちへ）」の推

進について 

 

三鷹市所在 

ケア三鷹モデルをつくりたい市民の会 

伊藤みどり 提出 

 

委員会は本件審査に当たり、陳情者からの補足説明及び市側の説明を聞きました。 

 

また、委員会は陳情者より 

 

・ケアする人を大切にするまちへ（ステッカーで広げる、感謝と応援の輪）等 

・令和７年度三鷹市高齢者の生活と福祉実態調査（抜粋） 

・障害者自立支援法に基づく自立支援給付と介護保険制度との適用関係等について 

 

の資料の提出を受け、審査を進めました。 

 

次いで、８陳情第13号について採決いたしました結果、本件については、全員異

議なく採択すべきものと決定いたしました。 

 

３ 所管事務の調査について 

健康、福祉施策の充実に関すること 

 

本件については、なお調査の必要がありますので、議会閉会中の継続審査の議決

をお願いいたします。


